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Ⅰ．はじめに

　COVID-19の感染拡大を受け、政府は2020年４

月16日に緊急事態宣言を全国に発令し、高等教育

機関において休校が続いた。５月14日には39県で

緊急事態宣言が解除され、一部の地域では学校の

再開も始まった。文部科学省によると６月１日の

時点では1069校のうち641校（60.1％）の大学等

において、遠隔授業によってのみ授業が実施さ

れ、他、面接授業と遠隔授業を併用している大学

等は322校（30.2％）であり、約９割の大学等で

遠隔授業を取り入れていた［１］。

　本学においても、学長より４月10日に新型コロ

ナウイルス感染症による授業延期に関する文書が

発出され、５月７日以降に授業を延期することに

なった。また、対面授業を実施できない場合を想

定し、遠隔授業（オンデマンド型またはオンライ

ン型）の準備をするため、各学科の教務委員会と

ICT キャンパスプロジェクトが遠隔授業に活用

可能な LMS の設置等について検討を重ねること

となった。

　看護学科においては、この時点で本学が遠隔授

業に推奨していたラーニング・マネジメント・シ

ステム（以下、LMS）を取り扱える教員が皆無

であったことから、遠隔授業の検討、推進のため

に、「看護学科 LMS 等推進プロジェクト（以下、

プロジェクト）」を発足した。プロジェクトのメ

ンバーは、遠隔授業に活用可能な ICT に関する

知識や技術を習得し、ICT 環境の整備や、LMS
や Web 会議システム等の取扱い方法や活用の検

索・検討等を行った上で、学科内の教員へ LMS
等の使用方法の周知と遠隔授業への活用を推進し

た。看護学科において、このような ICT に関わ

る取り組みはこれまでにない。そこで、本稿は、

遠隔授業開始までのプロジェクトの主な活動につ

いて「ハード・ソフト・人材」の観点から整理する。
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また、遠隔授業に対する教員の取り組みを概観し

遠隔授業の今後の課題と展望について提言する。

Ⅱ．看護学科における ICT に関する状況

１．�2019年度までの教員の授業での ICT の利用

について

　2019年まで、教員の多くは学生に授業資料とし

て Microsoft PowerPoint を使用して作成した資

料を配布し、スライドをスクリーンに投影するな

どして授業を展開していた。教員の中には、授業

中にインターネットを活用し、Web 上にある情

報を授業の教材として使用することもあった。

　また、本学は、2019年４月に LMS が導入され

る前まで、ティーチング・ポートフォリオを使用

していた。ティーチング・ポートフォリオ［２］

とは、教員の教育活動全般に関する記録であり、

教員が授業で使用する資料のほか、授業内で紹介

した参考資料や補足資料等を本学ホームページ上

に公開するなどして運用されていた。看護学科に

おいては一部の教員が活用していたが、使用した

ことのない教員もいた。2019年４月に LMS が導

入されてから、LMS の研修やマニュアルがあっ

たが、授業にLMSを使用する教員はいなかった。

２．プロジェクトの立ち上げについて

　COVID-19の影響で遠隔授業を取り入れるべ

く、LMS を活用することが決定した際、看護学

科の全教員は LMS を一切使用したことがなかっ

た。また、各教員の日常生活における ICT を使

用する頻度や ICT に関する知識・技術には差が

あり、遠隔授業に必要な Web カメラやマイク、

タブレット端末等を持っている教員も少なかっ

た。以上のことから、遠隔授業を開始するには

ICT の環境整備や各教員の知識や技術の支援が

喫緊の課題であった。また、学生にとっても、遠

隔授業を受けることは初めてのこととなり、ICT
環境の確認や LMS 等の操作説明と支援等が必要

になることが考えられた。

　このような状況から、看護学科における遠隔授

業の検討、推進のために、教務委員会と ICT キャ

ンパスプロジェクトからメンバーを選任し、本プ

ロジェクトが４月８日に発足した。

　その後、本プロジェクトは４月23日に解散が決

定したが、遠隔授業を開始する５月15日まで ICT
環境とマニュアルを整備し活動を終えた。それか

ら現在に至るまで、ICT に関わる知識・技術は

教員個々の技量に任されている。

Ⅲ．プロジェクトの活動報告と今後の課題

１．ハード（ICT 環境）

１）LMS の構造の整備

　看護学科の授業形態には、講義・演習・実習が

ある。ここでは、看護学科に特徴的な実習に着目

し、実習おけるLMSの構造の整備について述べる。

　本学科の実習のうち、３年生の領域実習（成人

看護学実習Ⅱ、老年看護学実習、小児看護学実習、

母性看護学実習、精神看護学実習、在宅看護論実

習の６科目）の多くが５月11日から臨地実習を開

始する予定であったが、COVID-19の影響により

全実習を遠隔授業に切り替えることとなり、延期

となった５月18日までに遠隔での実習に LMS を

活用できるよう整備する必要があった。領域実習

では、３年生を５～６名の17グループに分け、学

生は５月～８月初旬、９月下旬～ 11月中旬まで

の約５ヶ月間、各グループが異なる時期に１科目

２～３週間の計６科目の実習を学修することにな

る。そして１グループの学生に対し１名の実習担

当教員が教授する。このような複雑な授業形態の

特徴から、実習の科目ごとに各グループの学生が

取り組みやすく、かつ、実習担当教員が LMS 内

に提示した課題を効率よく評価できるような構造

を検討した。その結果、１サブカテゴリ―を１実

習として、サブカテゴリ―に各実習科目名を登録

し、各実習のサブカテゴリ―内の１コースを１グ

ループとして、コースに各グループ名を登録し

た。また、実習科目に関わる非常勤教員の使用手

続きを行った。

２） Microsoft teams と Microsoft stream の

活用に向けた整備

　文部科学省からの通達［３］では、臨時休校等
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により大学等に通学できない期間、実習により行

われる授業では、可能な限り面接授業に相当する

教育効果を有する遠隔授業等により代替すると

のことであった。そのため、「オンライン型」の

遠隔授業の整備を進めた。本学では、Microsoft
の Office365サービスを使用しており、学生に

も Microsoft のアカウントが付与されたため、

Microsoft stream や Microsoft teams をオンライ

ン型の遠隔授業として活用することとした。実習

では、実習担当教員が５～６名の学生に対し遠隔

授業を展開することが考えられたため、全学生が

一画面に映るように学生と同じ Microsoft のアカ

ウント（@ns.seiyogakuin.ac.jp）を全教員に付与

する手続きをした。各領域の実習用のアカウント

も作成し、Microsoft stream や Microsoft teams
を活用して作成した教材等を領域内で共有し使用

できるようにした。

３）ICT 環境の整備

①　教員に対して

　2020年４月８日、教員が所持している遠隔授業

に必要な Web カメラやマイク、タブレット端末等

について確認したところ、数名の教員のみが所有

しており、ほとんどの教員は遠隔授業に必要な機

材を持っていなかった。教員からはタブレット端

末の購入希望の声もあり、本学 LMS 管理者との

打ち合わせをしたうえで、早急な納品を優先し個

人研究費での購入による Surface Go の一括発注

の調整をした。教員24名中19名（79%）の教員か

ら希望があり４月20日には購入の手続きをした。

②　学生に対して

　学生の遠隔授業のための ICT 環境の状況を把

握するために看護学科教務委員会が４月中旬頃に

実施した「遠隔授業に関する基礎調査」によると

看護学科の学生の全員がスマートフォンを所持し

ているが、カメラ付き PC やタブレット端末を所

持している学生は10～30％程度であった。また、

契約している携帯電話の通信会社により通信制限

のある学生もいたため、本学の Wi-Fi を使用で

きるよう使用教室や PC 等の調整をした。

［全学・学科の課題］

　LMS 内での講義・演習では、１コースを１講

義・演習科目として、コースに各科目名を登録し

たため、看護学科の場合は、年度ごとに65科目以

上のコースと、実習科目としてのサブカテゴリ―

10科目、さらにそのサブカテゴリ―の中に作成す

る170程の実習グループのコースを作成していく

こととなり、毎年に200以上のコースを追加する

ことになる。今後、継続して LMS を活用するた

めには、このように年々増え続けていく LMS の

コースやコース内のデータの管理方法を検討する

必要がある。また、Microsoft teams は、Web 会

議システムを使用した「オンライン型」の遠隔授

業を展開できるだけでなく、授業に使用する資料

をアップロードしたり、課題を作成したりするこ

とも可能［４］であり、LMS の代替えにもなり

うる。科目によっては LMS ではなく Microsoft 
teams を使用することも検討し、学科ごとに

LMS の使用実績に基づき、使いやすく管理しや

すい LMS の構造に整備していく必要がある。

　ICT を活用した遠隔授業を受ける環境として

は、スマートフォンからの受講では限界があり、

BYOD（Bring Your Own Device）が必要だと考

え、看護学科では2021年度入学生から学生全員が

PC を所持することにした。本学の重点目標の教

育改革でも ICT 教育の推進が明示されている。

今後、全学として対面授業の中でも ICT を活用

した授業を推進していく場合には、授業中に PC
やタブレット端末を使用することも考えられ、受

講する全学生が授業中に同時かつスムーズに操作

できるように、全学の Wi-Fi 等の通信環境を整

備することが必要になることが考えられる。

２．ソフト（内容・方法）

１）遠隔授業の方法のマニュアル化

　授業の受講等に関しては、本学の学則や履修規

程に基づき教員便覧や学生便覧に記載されていた

が、遠隔授業に関する記載はなかった。教員が統

一した方法で授業を提供でき、学生が混乱なく遠

隔授業を受けることができるように、受講に関す

る遠隔授業に関連したマニュアルの作成が急務で
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あった。そこで、本学の便覧に基づき遠隔授業に

関わるガイダンス等を作成した。作成したガイダ

ンスは、１～３年の学生向けの「遠隔授業ガイダ

ンス（実習科目を除く）」と３年生の学生向けの

「遠隔授業ガイダンス（領域別実習）」、教員向け

の「2020年度 看護学科教員便覧［遠隔授業用］【専

任教員用】」と「実習用教員便覧」であった。い

ずれも看護学科教務委員会が主体となって文部科

学省からの通達を確認しながら作成したものでは

あったが、LMS での遠隔授業の準備や Microsoft 
stream、Microsoft teams、ZOOM の使用方法な

ど遠隔授業に関わる ICT の活用方法が主な内容

となり、これらの内容はプロジェクトのメンバー

が中心となって記載しまとめた。

２）遠隔授業の準備と方法

①　教員に対して

　遠隔授業前の LMS の説明として看護学科の専

任教員を対象に FD 委員会企画の研修会「看護学

科教員向け LMS 超入門講座」を実施したり、教

員が LMS の「活動」と「リソース」の作成を練

習できるコースを作成したりした。また、遠隔授

業での出席確認や課題の提示として『小テスト』

や『フィードバック』等を活用できることを紹介

し、作成したマニュアルを共有した。

　また、学科内の教員から担当者を選定し、遠隔

授業の「オンデマンド型」「オンライン型」「資料

配布型」のマニュアルを作成した。講義・演習に

使用する「オンデマンド型」では、授業動画のコ

ンテンツとして、教員が日常の教育研究活動に使

用している Microsoft PowerPoint を使用し作成

した講義スライドに音声を挿入した講義動画のコ

ンテンツを作成する方法と、作成した講義動画の

コンテンツを Microsoft stream にアップロード

して配信する方法、実習に使用する「オンライン

型」では、Microsoft teams、Zoom の使用方法

について紹介し、作成したマニュアルを共有した。

　普段から ICTを活用する機会のない教員にとっ

ては、ハード面が整ったとしても、Microsoft 
stream、Microsoft teams といったソフト名だけ

ではなく、アプリケーション、アップロード、ア

カウントなど類似して聞きなれないカタカナ語が

多い ICT 用語を理解すること自体が困難であっ

た。しかし、授業動画のコンテンツの作成には、

日常使用している Microsoft PowerPoint を使用

し、ほとんどの教員が自立して作成することがで

き、作成した音声入りの講義動画のコンテンツ

を Microsoft stream にアップロードすることも

できるようになった。また、LMS の活用につい

ては、各教員が出席確認や課題の提示や、テスト

問題の出題に活用可能な「活動」と「リソース」

を使用したコンテンツを作成できるようにもなっ

た。COVID-19の影響下にあった2020年度では、

ほとんどの科目が遠隔での授業展開を迫られた状

況ではあったが、全教員が ICT を活用し予定通

りに授業を開講することができた。

②　学生に対して

　学生には Microsoft Office のインストールと

サインインに関する説明書等を自宅に送付し、

学生自身で説明書を確認しながら Microsoft の
Office365や LMS にログインするよう促した。特

に１年生は学校に一度も通学することなく開始さ

れた遠隔授業の準備であったため、問い合わせが

多くなることを予想し、１年生のチューターを

担当する教員にもその支援を依頼した。学生が

LMS 内に作成したアンケートに回答することで

LMS へのログインや「活動」と「リソース」の

使用が可能か確認した。学生からは「ログインが

できない」「パスワードを忘れた」「アンケートが

表示されない」等という問い合わせがあり、これ

らのトラブルに対し、メールや電話で一人一人の

学生と直接やりとりしながら一つ一つ対応した。

［教員の教育活動の展望］

　教員は、学生に質の高い授業を提供するため

に、学習目的・目標、学生の状況、教材の種類、

教員自身の力量などを考慮した上で授業形態を

選択し、具体的条件に応じてその時、その場に

最適な授業を展開する必要がある ［５］。今後は

COVID-19の影響下の中でも、ICT を活用するこ

とが授業の目的にならないよう、その科目の授業

の目的・目標の効率よい達成に導くために ICT
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が活用可能か見極めていくことが大切になる。

ICT だからできる学び、ICT を活用することで

いかに学びを進化させるかといった付加価値を追

求していくことが重要である。教育は学ぶ内容だ

けではなく教員の人格に畏怖や尊敬を感じて効果

的な教育ができたり、学生同士で刺激し合うピ

ア・ラーニングが学習効果に有効だ［６］とも言

われている。今回の COVID-19の影響により遠隔

授業を経験してきたなかで確認できた様々な気付

きや課題を取りあげ、教員としての役割を見つめ

直しながら、各々が今後の授業展開を教育研究し

ていく必要がある。

［全学の課題］

　本学では、2021年度以降も ICT を取り入れた

授業を展開する予定であり、今後も ICT を活用

した授業を継続するには、遠隔授業のように単に

Microsoft PowerPoint を使用して作成した講義

スライドを投影して説明するだけではなく、教員

が対面授業の中でも学生の BYOD を文具のよう

に使用する発想を持ち活用できる知識と技術を習

得する必要がある。今後の ICT 教育の推進には、

教員が ICT 専門家から LMS などのシステムを最

大限に活用できる知識と技術を習得する機会や、

ICT に精通する相談員等にいつでも問い合わせ

ることのできる環境を整えれば、これまで培って

きた ICT に対する教員の対応力を活かし教育の

質向上へと繋がることが期待できる。

３．人　材

　プロジェクトの発足時、遠隔授業の開講日が

決定している中、教員の LMS の技術習得は急務

であった。４月当初は、プロジェクトメンバーに

とっても Microsoft teams とは何かから始まった

ため、ICT 教育に関する知識・技術の不足を独学

で補ったり、すでに ICT 教育を授業に取り入れ

ていた他学科の教員に嘆願して LMS の構造や、

遠隔授業への活用の実際や資料を共有させても

らったりしている状況であった。また、教員全体

の ICT 技術は揃ってない状況での遠隔授業の準

備を進めていたため、ICT 自体が苦手な教員への

個別対応を要することが予想された。そのような

中、プロジェクメンバーのみによる支援では対応

が困難だと考え、各領域の中で他よりも ICT を

使用している教員を選定し、各科目内での LMS
活用の推進役を担ってもらうこととした。また、

LMS や Microsoft stream を使用するにつれ、教

員から様々な疑問やトラブルが発生した際は、そ

れらを共有し、対応可能な教員が解決に導くこと

のできる Q&A を LMS 内に作成し管理した。

　LMS の使用を開始してからは、教員はプロジェ

クトメンバーが作成したマニュアルを活用した

り、Zoom や YouTube については独自に使用方

法を検索したりするなど、それぞれの方法で技術

習得をしていた。ログインから個別対応を要する

こともあったが、わからないことがあれば同じ研

究室や近くの教員同士で逐一情報を共有し解決に

繋げたり、教員によっては日替わりで様々な教員

に確認したりするなどして支援者に偏りがないよ

う取り組んでいた。ICT の支援的な役割を担っ

ていた教員にとっては、担当の授業準備を進めな

がら ICT の技術を自ら習得しつつ他の教員の支

援もしており負担が大きかった。プロジェクトメ

ンバーも ICT 教育の専門家ではなく、教育活動

をしながら、専任ではないプロジェクトの役割を

担うことは負担であった。それでも、遠隔授業の

開講日に間に合うことだけを念頭に、他学科の教

員の協力も得て曲がりなりにも取り組んでいた。

しかし、問題の解決に繋がらないことは多くあっ

た。また、学生のトラブル対応にはプロジェクト

メンバーのみならず一部の教員が ICT に関する

知識・技術が不十分ななか手探りで対応し、窓口

となる担当者の負担も大きかった。

［全学の課題］

　本学では、COVID-19の影響の有無に関わら

ず、教育に対面授業と遠隔授業のハイブリッド型

を取り入れていく方針もあり、今後は ICT を活

用した効果的・効率的な教育活動を展開すること

が求められることが考えられる。しかし、いまだ

授業における ICT の活用は、個々の教員の技量

に任されており、ICT の利点である効果的・効率
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的な学習成果の使用やそれを管理ができる教員は

少ない。利用しているシステムの安定した管理や

情報セキュリティ対策についてもいまだ知識が乏

しい。これ以上、教育への ICT の活用に関して、

教員がハード面の整備やソフト面のメンテナンス

対応をしたり、教員同士で情報共有して教え合っ

たりするなど補い合いながら推進することになれ

ば、教育に寄与する時間は必然的に削られる。文

部科学省によると、高等教育機関において、ICT
活用教育を推進するためには、運用のための技術

支援や教育支援を組織的に行うことが極めて重要

［７］としている。今後の ICT 教育の推進には、

ICT を活用した授業を支援する知識と技術を持

つ専任の職員や専門家等を配置することが必要で

あると考える。

Ⅳ．おわりに

　プロジェクトの発足から約１か月後の５月11日

には LMS を活用した「オンデマンド型」による

講義系の授業の試行を開始し、５月18日には「オ

ンデマンド型」または「オンライン型」による実

習を含む全ての授業が実施された。先に述べたよ

うに、これらの遠隔授業の実現は、プロジェクト

メンバーだけではなく、学生の学びを止めること

のないように取り組み続けた全教員の尽力の賜物

以外のなにものでもない。ICT に関わるシステ

ムの管理やマニュアルの整備は、ICT を支援す

る専任の職員等に託することで、教員が主務とす

る教育活動に集中できれば、遠隔授業を通して得

た ICT に関わる知識と技術は今後の教育の質の

向上に繋がると考える。真の教育の質向上に向け

た ICT 教育が推進されるよう、より一層の支援

を期待する。
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